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遠隔会議における相手の顔を
変換することによる緊張緩和手法に関する研究

GONG ZITING1,a) 金井 秀明1,b)

概要：本研究では，日常のストレスを軽減するためにオンライン面接の場面を対象とし，遠隔会議におけ
る相手の顔を好きな人の顔に変換する手法を提案する．この手法を利用し，実験を通して発表者の緊張感
を和らげるかどうかを検討した．評価実験では，被験者 20人がテーマ（好感度高い，好感度低い）と表情
（笑顔，不快な顔）の条件において，知らない人の顔と知り合いの顔に向かって合計 8回のプレゼンテー
ションを行なった．主観的なアンケートと顔面皮膚温度計測の結果から，知らない人の顔を知り合いの
顔に変換すると，プレゼンテーションする時に発表者の満足度の向上，緊張感の低下が明らかになった．
よって，遠隔会議における相手の顔を変換することによる緊張緩和手法によって，発表者の緊張感を緩和
することが可能となった．
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A Tension Relief Method by Transforming a Participant’s Face
in a Remote Meeting

GONG ZITING1,a) HIDEAKI KANAI1,b)

Abstract: In this study, we proposed a method for converting the other person’s face into that of a favorite
person in a remote meeting to reduce daily stress. We examined whether this method could reduce the tension
of the presenter through the experiment. The experiment has twenty subjects who make eight presentations
to a stranger and an acquaintance under the conditions of the theme (high favorability, low favorability) and
facial expression (smile, frown). The results of the subjective questionnaire and the facial skin temperature
measurement showed that when the stranger’s face was converted to the acquaintance’s face, the presenter’s
satisfaction increased, and the tension decreased during the presentation. Therefore, the proposed method
of converting the other person’s face into a favorite person in a remote meeting is considered to reduce the
presenter’s tension.

Keywords: Remote meeting, Tension relief, Face conversion, Acquaintance, Facial skin temperature mea-
surement

1. はじめに
プレゼンテーションを行う状況は，現代社会において頻

繁に存在している．例えば，学生授業や就職活動において
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プレゼンテーションを日常的に行う．社会人の 8割は仕事
上のプレゼンテーションの頻度が月に 1-5回である [1]．
しかし，プレゼンテーションすることに生じる緊張や不

安は一般的な問題である．人前で話す時に大きな緊張が生
じた場合は，思った通りに話せなくなり [2]，無意識的にプ
レゼンテーションの質に悪影響となる行動（身体表現:アイ
コンタクトの度合い，音声表現:早口や声が小さくなる [3]）
を取ってしまう [4]場合が多い．本番環境で緊張を和らげ
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る支援が少ないため，本研究ではプレゼンテーションする
時に心理状態である「緊張」を注目する．
現在，コロナ禍においてプレゼンテーションや面接はほ

とんどオンラインで行われている．観衆との距離が近く見
えるようにするため，特に一対一面接の場合は，面接官の
顔が画面いっぱい表示される．そのため，威圧感が強くて
緊張感も増すと考えられる．相手の画面を縮小する手法で
は，ユーザの目線に影響を与え，相手からフィードバック
を得ることが難しくなる．そこで，本研究では，遠隔会議
におけるプレゼンテーション場面を対象とする．
本研究の目的は，日常のストレスを軽減するためにオン

ライン面接の場面を対象とし，遠隔会議における相手の顔
を好きな人の顔に変換する手法により，発表者の緊張感を
和らげるかどうかを検討する．

2. 発表時の緊張緩和手法
2.1 提案手法
日常生活の中で，見知らぬ人に面会することによって不

安や緊張感が生じる場合が多い．しかし，知り合いと話す
時にはそのような心の負担が存在しなく，うまく交流でき
る現象がある．この経験から，話し手に相手を知り合いと
して認識させることで緊張を和らげることが考えられる．
緊張を感じさせる遠隔会議におけるプレゼンテーション

場面を対象としたので，相手の顔を好きな人もしくはもの
に変換することが可能である．しかし，先行研究の中で聴
衆役であるカボチャの場合は，満足度を下げる結果が出っ
た [2]．したがって，本研究では，相手とのインターアク
ションを重視して発表者の満足度を減少させないため，人
物の顔に変換することが考えられる．
以上のことより，遠隔会議における発表者の緊張感を緩

和するために，相手の顔を好きな人の顔に変換する手法を
提出する．

2.2 関連研究
音楽のリラックス効果を着目し，プレゼンテーション中

発表者のみに音楽を聞かせることで本番の緊張を緩和する
手法が提案されている [4]．この研究では，発表者の緊張感
を計測する手法としてアンケート調査しか用いていない．
プレゼンテーションにおける発表者の緊張状態での声を

変換し，疑似的な安静状態での声をフィードバックする緊
張緩和手法が提案されている [5]．安静声条件，歓喜声条件
と無変換条件における発表者の緊張感は，皮膚電位計測装
置と状態不安検査によって計測されるが，両方とも大きな
違いが得られなかった．
本研究ではアンケート調査の他に，疲労・ストレス計測

システム及び赤外線サーモグラフィ装置によって緊張感の
変化を明らかにする．
葛西らは，聴衆に肯定的な反応を重畳する緊張緩和手法

に基づき，HMD（ヘッドマウントディスプレイ）で聴衆
に笑顔であるカボチャの画像を重畳するシステム「コウテ
イカボチャ」を構築している [2]．聴衆役である睨む人，笑
顔の人，睨むカボチャ，笑顔のカボチャの実験条件を利用
する．アンケート調査から，緊張しやすい性格の発表者に
とって，満足度を与える効果は笑顔のカボチャよりも笑顔
の人の方が大きく，緊張感を緩和する効果は笑顔の人より
も笑顔のカボチャの方が大きいことが明らかになった．こ
の研究では，プレゼンテーションのトレーニングのために
用いられるシステムであり，HMDを付けなければならな
い．本稿では，発表者の満足度にも悪い影響を与えないよ
うにする．
リラクゼーショントレーニングや瞑想に生じる反応から

抽出される視覚的および音響的情報を含むバイオフィード
バックディスプレイが作成されている [6]．このアートワー
クが副交感神経系活動（リラックス）を自発的に増加させ，
交感神経系活動（ストレス/緊張状態）を減少させること
に役立つ．この研究では，自律的にバイオフィードバック
の相互作用によって，ダイナミクスの認識を促進すること
を目指す．
バーチャルリアリティ（VR）によって人前で話す時の
不安や緊張を軽減するシステムは効果的であることが確立
されている [7]．仮想トレーニングシナリオでタスクの難
易度（独立変数），集中力，人前で話すことへの恐怖，社
会的存在（共変量）がシステムのパフォーマンス（因果変
数）に及ぼす影響を分析されている [8]．共変量がタスクの
難易度の影響を緩和したため，VRシステムの効果では大
きな違いが得られなかった．この研究では，VRを利用し
てトレーニングを目的にしたシステムである．
本研究では，本番環境における発表者の緊張感を和らげ

ることを想定している．

3. 予備調査
本研究では，遠隔会議における相手の顔を変更すること

で，発表者の緊張感の緩和に寄与するかを評価実験で検証
する．評価実験中のパラメータを確認するため，本章では，
相手の顔や表情と緊張感の関係に関する調査，相手の顔の
違いと緊張感の影響に関する調査について述べる．本研究
では，従来の主観的な緊張感評価だけでなく，センサによ
る緊張感計測手法を用いるため，本章では，緊張感計測手
法の検討を行う．それらの知見をもとに，4で述べる評価
実験を行う．

3.1 相手の顔や表情と緊張感の関係に関する調査
遠隔会議における相手の顔（知らない人，友達，両親）と

表情（笑顔，普通の顔，厳しい顔）が発表者の緊張感にど
んな影響を与えるかを調査する．被験者 10人に対し，知
らない人，友達や両親の前で発表時の緊張感についてイン
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表 1 緊張感を感じる割合

テーマ 自己紹介 研究発表 就職面接
準備なし 準備あり

知らない人の前で 80% 70% 90% 70%

友達の前で 10% 10% 30%

両親の前で 0% 0% 40%

表 2 相手の表情と緊張感の関連
緊張感が高い ミドル 緊張感が低い

笑顔 0% 10% 90%

普通の顔 20% 70% 10%

厳しい顔 80% 20% 0%

表 3 顔を変換した後の緊張感の変化
項目 平均値
自分の顔 3.7

友達の顔 3.5

両親の顔 3.2

アニメキャラクターの顔 4.3

タビューを行う．
知らない人や友達および両親の前で，異なるテーマにつ

いて発表する時に緊張感を感じると答えられた被験者の割
合を表 1に示す．多数の被験者は，知らない人の前で発表
することがテーマや準備に関わらず緊張であり，友達と両
親の前では緊張しないことが見られた．
被験者の 80%が面接官の表情のフィードバックを重視す
ることが得られた．それらが発表中の緊張感と相手の表情
の関連性が思われた被験者の割合を表 2に示す．表 2か
ら，厳しい顔が緊張感に増加させ，笑顔が緊張感に減少さ
せることが見られた．
遠隔会議における相手の顔を変換することによる緊張緩

和手法に対する被験者の見方を調べた．面接官の顔を変換
した後の緊張感の変化を 5段階尺度（1:緊張感が上がる，
2:緊張感が少し上がる，3:変わらないと思う，4:緊張感が少
し下がる，5:緊張感が下がる）で評価した．結果を表 3に
示す．表 3から，被験者はオンライン面接における面接官
の顔を自分の，友達の，両親の，アニメキャラクターの顔
に変換することが，発表者の緊張感を緩和するのに役立つ
と考えていることが見られた．

3.2 相手の顔の違いと緊張感の影響に関する調査
調査では，就職面接の場面を設定し，インタビューで緩

和効果があると考えられる「自分の顔」や「友達の顔」を
実験条件として利用する．オンライン面接に自分や友達お
よび知らない人の顔前で発表時の緊張に違いがあるかどう
かを調べるため，被験者 3人がそれぞれ異なる順序で 3つ
のプレゼンテーションを行う（図 1）．
主観的なアンケートで「スピーチ中の緊張はどのくらい

か」を 7段階リッカート尺度で評価する．最初の 2つの実

図 1 相手の顔の違いと緊張感の影響に関する調査の実験

験では，操作上のエラーのため実験が何度か中断され，緊
張を喚起することができなかった．被験者 3の主観評価か
ら，顔を変換することが発表時の緊張感に影響を与えるこ
とが見られた．友達の顔に向かってプレゼンテーションす
る時の緊張感方が少ない．よって，本調査を通して，顔を
変換することで緊張が緩和できる可能性を見てきた．

3.3 緊張感評価手法の検討
主観的な緊張感調査のほか，センサによる緊張感計測手

法として疲労・ストレス計測システムと赤外線サーモグラ
フィ装置で緊張感が計測可能かを調べる．
3.3.1 主観評価
プレゼンテーションの直後に，発表時の状態に対して主

観的なアンケートを実施する．表 4のように，9項目を 7

段階リッカート尺度で評価する [9][10]．
3.3.2 疲労・ストレス計測システム
疲労・ストレス計測システムとして，バイタルモニター

VM302(日立システムズ社製)を利用する．同システムは，
ソフトウェアと自律神経計測器で構成される（図 2）[11]．
バイタルモニター VM302では，心電と脈拍を計測する際
に，ユーザーの指先を少なくとも 1分間で金属板に接触す
る必要がある．実験中の被験者は機器を握って自然に膝の
上に置く．同システムでは，緊張レベルは，自律神経のバ
ランス (LF/HF)が基準値の最大値 (2)を引いた差分で表
現する．図 3に，同システムによる緊張レベルの表示例を
示す．同図では，緊張レベルが 1.06（3.06-2）であること
を示している．
本研究では，自律神経計測器を握ることで心拍数と脈拍

を計測し，ソフトウェアで自律神経のバランスを数値化す
ることによって現状の緊張感を測定する．

図 2 バイタルモニター VM302（ユーザマニュアルより引用）[11]
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表 4 主観評価
内容 回答形式：7 段階リッカート尺度

(1) スピーチ中の緊張はどのくらいか 　　 （緊張状態）-3 ∼ 3（リラックス状態）
(2) スピーチ中の満足度はどのくらいか （悪い）-3 ∼ 3（良い）
(3) 画面中の顔をどのくらい気になったか （気にならなかった）-3 ∼ 3 （気になった）　　
(4) 顔の熟知度 （知らない） -3 ∼ 3（馴染み）　
(5) 顔の好感度 （嫌い）-3 ∼ 3（好き）
(6) 相手の表情はどうですか （悪い）-3 ∼ 3（良い）
(7) 話しやすさはどうですか （話しにくい）-3 ∼ 3（話しやすい）
(8) スピーチの自己評価 （できなかった）-3 ∼ 3（うまくできた）
(9) 画面のリアリティーはどうですか （低い）-3 ∼ 3（高い）

3.3.3 赤外線サーモグラフィ装置による顔面皮膚温度計測
顔面皮膚温度計測機器である赤外線サーモグラフィ

R300SR(日本ビオにクス)を使用する．人間の生理心理状
態の変化は，自律神経活動により血流量に生じる変化で反
映される [12][13][14]．鼻部周辺には毛細血管の血流量を調
節する動静脈吻合血管 (AVA:Arteriovenous anastomoses)

が集中しており，他の体幹部より多く分布している．鼻部
周辺の血管が脂肪層の下ではなく，皮膚と鼻骨のわずかな
隙間を走っているため，鼻部皮膚温度は血流量の変化を反
映する．鼻部皮膚温度には生理心理状態を顕著に表すこと
が考えられる．交感神経抑制時（緊張・不安の減少）には
AVAを通る血流量の増加によって鼻部皮膚温度が上昇す
る．逆に交感神経亢進時（緊張・不安の増加）には血流量
が減少することにより鼻部皮膚温度が下降する．したがっ
て，鼻部皮膚温度の時間的な変化を計測することで，自律
神経系の活動を間接的に測定することができると考えられ
る．額部ではAVAの密度が低いため，緊張感の変化による
皮膚温度の変化はほとんど見られない．このことから，本
研究では，実験における環境温度変化の影響を補正するた
めに，鼻部皮膚温と額部皮膚温差手法を使用する [15][16]．
顔面熱画像をサンプリング周期 5秒で記録した後，InfReC

Analyzer NS9500 Standardソフトウェアで解析する [17]．
図 4に，赤外線サーモグラフィ R300SRによる皮膚温度
計測の様子を示す．図 4では個人情報のためマスクをかけ
ているが，評価実験では顔が表示される．
本研究では，赤外線サーモグラフィで熱画像を記録し，

鼻部皮膚温度と額部皮膚温度を解析ソフトウェアで取得す
ることによって緊張感の変化を測定する．

3.4 検討実験
疲労・ストレス計測システムと赤外線サーモグラフィ装

置で緊張感が計測可能かを調べるため実験を行う．被験者

図 3 疲労・ストレス測定で緊張レベルの表示例

は，実験の前に就職面接に関する 20項目に 7段階リッカー
ト尺度で好感度を評価する．実験における面接官役の出る
順番の影響を考えた上で，被験者 3人を以下のように 2つ
のグループに分けた．
• 被験者 1と 2は実験の初日に，好感度低いテーマに対
して笑顔である知り合いと知らない人の前で 1分間の
プレゼンテーションを行なった．翌日に，好感度高い
テーマに対して不快な顔である知り合いと知らない人
の前で 1分間のプレゼンテーションを行なった．

• 被験者 3は実験の初日に，好感度低いテーマに対して
笑顔である知らない人と知り合いの前で 1分間のプレ
ゼンテーションを行なった．翌日に，好感度高いテー
マに対して不快な顔である知らない人と知り合いの前
で 1分間のプレゼンテーションを行なった．

プレゼンテーションの直後に，発表時の状態に対して主
観的なアンケートを実施した．主観評価では，-3（緊張状
態）～3（リラックス状態）の 7段階リッカー尺度で緊張感
の評価を行なった．主観的なアンケートから，被験者 3人
のうち，2人は知らない人よりも知り合いの前で発表する
ことほうがリラックスであると感じたことが見られた．
疲労・ストレス計測システムでは，自律神経計測器を握

ることで心拍数と脈拍を計測し，ソフトウェアで自律神経

図 4 赤外線サーモグラフィによる皮膚温度計測の様子．個人情報の
ためマスクをかけているが，評価実験では顔が表示される．
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図 5 A グループの実験 1○ 図 6 A グループの実験 2○

図 7 B グループの実験 1○ 図 8 B グループの実験 2○

のバランスを数値化することによって現状の緊張感を測定
する．接触が不十分だったため，1ペアのデータは収集さ
れなかった．取得された 5ペアのデータのうち，3ペアの
データから，知らない人よりも知り合いの前で発表する時
の緊張感ほうが少ないことが見られた．
顔面皮膚温度計測装置では，被験者から 1.5mの位置に

設置された赤外線サーモグラフィで熱画像を記録し，鼻部
皮膚温度と額部皮膚温度を解析ソフトウェアで取得するこ
とによって緊張感の変化を測定する．被験者 3人のうち，
1人の額部皮膚温度が計測されなく，2人の鼻部と額部皮
膚温差から，主観評価や疲労・ストレス計測システムと同
じ結果が出た．
以上のことより，疲労・ストレス計測システムと顔面皮

膚温度計測手法で緊張感が計測できることを確認した．ま
た，3つの緊張感の計測結果すべてが，顔を変換すること
により緊張感が緩和できる可能性が見られた．

4. 評価実験
評価実験では，遠隔会議における相手の顔を好きな人の

顔に変換する手法により，発表者の緊張感を和らげるかど
うかを検証するため，テーマ（好感度高い，好感度低い）
と表情（笑顔，不快な顔）に場合わけし，相手の顔の変換
（知り合い，知らない人）が発表者の緊張感に与える影響を
明らかにする．テーマ好感度と表情が緊張感に与える影響
も調査する．

図 9 実験の流れ

4.1 被験者
25～31歳の 20名が評価実験を参加された．19名は北陸
先端科学技術大学院大学の学生で，1名は北陸大学の新卒
大学生である．女性は 14名，男性は 6名であった．評価実
験の中で，面接官役の出る順番が緊張感に与える影響を考
えた上で，被験者 20人をグループ Aは 10名（男性 3名，
女性 7名），グループ Bは 10名（男性 3名，女性 7名）の
2つのグループに分けた．相手の顔，テーマ好感度と表情
が発表者の緊張感に与える影響を調査するため，各グルー
プでの実験を図 5，図 6，図 7，図 8のように行なった．
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図 10 評価実験での面接相手のビデオ画像．個人情報のため顔の部
分を白塗りしているが，評価実験では顔が表示される．

4.2 実験環境
実験の流れを図 9に示している．実験では，予め，映像
編集ツールである PR(Adobe Premiere Pro)ソフトウェア
を利用して作成した笑顔と不快な顔のビデオ映像を用いる．
現在，機械学習を利用して動画の顔を入れ替えるツールで
ある DeepFaceLab 2.0によって，顔を変換することが可能
である [18]．本研究でも Xsegモデルを利用し，ターゲッ
トの普通の表情である顔をソースビデオの顔に置き換える
ことができた．しかし，ターゲットの笑顔または不快な顔
を換える場合は，筋肉の表示が人それぞれ違うので表情の
認識が悪くなり，顔をうまく変換することができなかった．
そのため，実験では，映像編集ツールを用いて，動画加工
ソフトである AE(Adobe After Effects)でビデオにおける
人物に同じ服を着用させ，顔の変換を行なった．図 10に，
評価実験で利用しているビデオ画像を示す．図 10では個
人情報のため顔の部分を白塗りしているが，評価実験では
顔が表示される．
緊張感計測として，主観評価の他に，疲労・ストレス計

測システムや赤外線サーモグラフィ装置を用いる．評価実
験では，20名被験者が合計 8回のプレゼンテーションを行
なった．主観評価の項目はそれぞれ 160のデータを取得し
た．疲労・ストレス計測システムは 114のデータを取得し
た．顔面皮膚温度計測装置は 160のデータを取得した．

4.3 実験結果
4.3.1 テーマの好感度（高い，低い）
評価実験では，各被験者が合計 8回のプレゼンテーショ

ンを行なった．好感度高いテーマと好感度低いテーマに対
して，それぞれ 4回のプレゼンテーションを行なった．
主観的なアンケートで，好感度高いテーマ（平均

値:M=1.04，標準偏差:SD=1.80）と好感度低いテーマ
（M=0.54，SD=1.82）に対するプレゼンテーション中の
緊張度（-3:緊張，0:中立，3:リラックス）を図 11に示す．
マン・ホイットニー U検定を行なった結果，好感度高い

図 11 テーマについて主観評価中の緊張度

図 12 テーマについて顔面皮膚温度計測の結果

テーマと好感度低いテーマに対してプレゼンテーション中
の緊張感は有意差が得られなかったが，好感度高いテーマ
についてプレゼンテーションする時がよりリラックスであ
る傾向が見られた (p=0.071)．その時の満足度 (p=0.065)

も，プレゼンテーションに対する自己評価 (p=0.053)もよ
り高くなる傾向が見られた．
顔面皮膚温度計測装置では，好感度高いテーマ（M=-

1.01，SD=1.43）と好感度低い（M=-0.59，SD=1.72）テー
マに対するプレゼンテーション中の鼻部皮膚温と額部皮膚
温差の絶対値を図 12に示す．マン・ホイットニー U検定
を行なった結果，好感度高いテーマと好感度低いテーマに
対してプレゼンテーション中の緊張感は有意差が得られた
(p=0.011)．好感度高いテーマに対して発表中の緊張が増
加することが見られた．それは 2回目の実験（好感度低い
テーマの実験）手順が 1回目（好感度高いテーマの実験）
と同様に，練習効果があるため，2回目実験での緊張感の
喚起には不十分であることが結果に影響を与えたことが考
えられる．
4.3.2 相手の表情（笑顔，不快な顔）
評価実験では，各被験者が合計 8回のプレゼンテーション

を行なった．笑顔（M=2.53）である相手と不快な顔（M=-

1.25）である相手に向かってそれぞれ 4回のプレゼンテー
ションを行なった．
主観的なアンケートで，笑顔の相手（M=1.58，SD=2.96）

と不快な顔の相手（M=0，SD=2.76）に向かってプレゼン
テーション中の緊張度（-3:緊張，0:中立，3:リラックス）
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図 13 表情について主観評価中の緊張度

を図 13に示す．マン・ホイットニー U検定を行なった結
果，笑顔の相手と不快な顔の相手に向かってプレゼンテー
ション中の緊張感は有意差が得られた (p＜ 0.01)．笑顔の
相手に向かってプレゼンテーションすること方がリラック
スであることが明らかになった．また，その時に発表者の
満足度，話しやすさ，自己評価もより高くなることが得ら
れた (p＜ 0.01)．
4.3.3 顔の熟知度（知り合い，知らない人）
評価実験では，各被験者が合計 8回のプレゼンテーショ
ンを行なった．知り合い（M=2.7）と知らない人（M=-2.5）
に向かってそれぞれ 4回のプレゼンテーションを行なった．
主観的なアンケートで，知り合い（M=1.14，SD=1.77）

と知らない人（M=0.44，SD=1.81）に向かってプレゼン
テーション中の緊張度（-3:緊張，0:中立，3:リラックス）
を図 14 に示す．マン・ホイットニー U 検定を行なった
結果，知り合いと知らない人に向かってプレゼンテーショ
ン中の緊張度は有意差が得られた (p=0.012)．知り合いに
向ってプレゼンテーションする時の緊張感方が少ないこ
とが明らかになった．その時の満足度も明らかに増加した
(p=0.041)．
顔面皮膚温度計測装置では，知り合い（M=-0.60，

SD=1.49）と知らない人（M=-1.01，SD=1.67）に向かっ
てプレゼンテーション中の鼻部皮膚温と額部皮膚温差の絶
対値を図 15に示す．マン・ホイットニー U検定を行なっ
た結果，知り合いと知らない人に向かってプレゼンテー
ション中の緊張感は有意差が得られた (p=0.047)．主観評
価の結果と同じく，知らない人より知り合いの前で発表時
の緊張感ほうが少ないことが見られた．
以上の結果により，遠隔会議における相手の顔を知り合

いの顔に変えることが，発表者の緊張感を緩和させると考
えられる．

5. まとめ
本研究では，日常のストレスを軽減するためにオンライ

ン面接の場面を対象とし，遠隔会議における相手の顔を好
きな人の顔に変換する手法を提案した．この手法を利用

図 14 熟知度について主観評価中の緊張度

図 15 熟知度について顔面皮膚温度計測の結果

し，実験を通して発表者の緊張感を和らげるかどうかを検
討した．
先行研究では，提案されるシステムを通して発表者の緊

張感が緩和結果は主観的なアンケートで明らかになった．
一方本研究では，アンケート調査の他に，疲労・ストレス
計測システム及び赤外線サーモグラフィ装置によって緊張
感の変化を明らかにした．
本研究では，3で述べたように，遠隔会議における相手

の顔や表情によって緊張感を感じるかどうかを調査するた
めに，被験者 10人に対し，友達や知らない人の前で発表
時の緊張感についてインタビューを行なった．オンライン
面接に自分や友達および知らない人の顔前で発表時の緊張
に違いがあるかどうかを調べるために，被験者 3人がそれ
ぞれ異なる順序で 3つのプレゼンテーションを行なった．
疲労・ストレス計測システムと赤外線サーモグラフィ装置
で緊張感が計測可能かを調べるために，被験者 3人が笑顔
である相手に向かって好感度低いテーマについてプレゼン
テーションの実験と，不快な顔である相手に向かって好感
度高いテーマについてプレゼンテーションの実験を行なっ
た．これらの調査から，顔を変換することにより緊張感を
緩和する可能性が見られた．また，これらの緊張感計測手
法で緊張感が計測可能であることを確認した．
評価実験では，遠隔会議における相手の顔を好きな人の

顔に変換する手法により，発表者の緊張感を和らげるかど
うかを検討するために，被験者 20人がテーマ（好感度高
い，好感度低い）と表情（笑顔，不快な顔）の条件で，知
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らない人の顔と知り合いの顔に向かって合計 8回のプレゼ
ンテーションを行なった．主観的なアンケートと顔面皮膚
温度計測の結果から，知らない人の顔を知り合いの顔に変
換すると，プレゼンテーションする時に発表者の満足度の
向上，緊張感の低下が明らかになった．よって，提出され
た遠隔会議における相手の顔を好きな人の顔に変換する手
法が発表者の緊張感を和らげると考えられる．
本研究では，相手の顔を変更することによる緊張緩和手

法の可能性を検討するため，予め顔を変換したビデオ映像
を用いて実験を行なった．今後は，より現実の遠隔会議環
境での検証を行うため，本手法をリアルタイムで実現する
システムを構築し，その有用性の検証を行う予定である．
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